
警告
感電の恐れあり

・本体に水をかけるな。

警告
けがの恐れあり

・食品投入口、出口に
　手や指を入れるな。
　
・運転中はカバーを
　開けるな。

注意
けが、機械故障の恐れあり

・毎回ご使用後は必ずお手入れしろ。
・カバーを開ける時、お手入れや刃物交換及び使用しない
　場合は、必ずスイッチを切り電源プラグを抜け。

保護スイッチが作動したら

　
（１）電源プラグをコンセントから抜きます。
（２）詰まった食材を取り除きます。
（３）本体底面の保護スイッチをＯＦＦからＯＮに
　　　切り替えます。

本機には、運転中に食材が詰まっておろし金の回転が止
まった状態が２秒程度続くと、自動的に電源を切る「保
護スイッチ」が組み込まれています。この保護スイッチ
が作動した場合は、以下の手順で復帰して下さい。


